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耳は、外のほうから、外耳・中耳・内耳の３つの部分に分かれています。外耳は、おもに音を集め

て鼓膜をふるわせるはたらきをし、中耳は、その空気のふるえを内耳に効率よく伝えています。そし

て内耳は、空気のふるえを電気的な信号に変えて、脳に伝えるはたらきをしています。 

 

蝸牛が音を感じる仕組み 

 蝸牛はピアノの鍵盤のように、場所によって 

感じ取る音の高さが違い、入り口に近いところは、 

高い音を感じ、奥に行くにつれて低い音を感じています。 

内耳にある蝸牛（かぎゅう）。カタツムリみたいですね。だから、カタツムリを意味する「蝸牛」という名前

が付けられているのです。 

 

参考：加我君孝 監修（2017）『耳と補聴器のひみつ』株式会社 学研プラス 発行 

補聴器と耳のひみつ 

音が聞こえる仕組み（第５弾） 

前回は、音の正体が空気のふるえであること

を学びました。 

今回は耳に届いた「音」が、どのように脳に

伝わるのかを見てみましょう。 
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